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研究成果の概要（和文）：1950年代が、戦前や戦時期との連続性を持ちながら、戦後の社会システムや大衆意識の形成
にとって、決定的な意味を持っていたということを、当時の史資料から明らかにした。これらについて、多数の雑誌論
文の執筆、学会発表、図書の刊行を行った。また、1950年代を再検討することによって、＜現代＞が戦後社会の転換点
であることを、より明確にすることができた。これらについても、多数の雑誌論文の執筆、学会発表、図書の刊行を行
った。

研究成果の概要（英文）：While the 1950s had a continuity with before war and the war time period, we 
clarified that it had a decisive meaning for the formation of the social system and the public 
consciousness after the war from historical materials at that time.About these,we published the writing 
of a large number of presentations at the meeting and a large number of books.In addition,we were able to 
make that the present age was a turning point in the society after the war clear more by reexamining the 
1950s.About these,we published the writing of a large number of magazine articles,a large number of 
presentations at the meeting and a large number of books,too.

研究分野：近・現代教育についての歴史的・理論的研究
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１． 研究開始当初の背景 
冷戦構造の崩壊やグローバリゼーション
の進展の下で、20世紀や戦後社会の認識に大
きな変容が起こった。その影響は多くの学問
分野に及んだ。教育研究や歴史研究の様々な
分野において、戦後史のなかで 1950 年代を
新たに捉え直す試みが始まっていた。また、
ヨーロッパやアメリカにおける文化研究の
進展などによって、文化活動に関わる諸研究
が深化し、その研究成果を教育研究や歴史研
究へと適用できる可能性が開かれつつあっ
た。 
 
２． 研究の目的 
 1950 年代の地域文化活動に焦点を合わせ
て、歴史研究を進める。その際に、地域文化
活動を民衆の自己教育運動として捉える視
点を重視する。史資料の発掘を積極的に行い、
新たな歴史像を構築する。 
 
３．研究の方法 
 1950 年代を中心に、教育分野を中心に史資
料を幅広く集め、実証的研究を行う。共同研
究の利点を意識し、定期的に研究会を行って
相互の意見交換を行う。また、国際交流の重
要性を意識し、国際学会や国際会議での報告
を積極的に行う。 
 
4.研究成果 
（1）水溜真由美『「サークル村」と森崎和江
――交流と連帯のヴィジョン』（ナカニシヤ
出版）は、森崎和江の思想を「サークル村」
という空間のなかで捉え直す研究であり、こ
れまでの「サークル村」研究、森崎和江研究、
1950 年代研究に対して大きなインパクトを
与えた。 
 
（2）石原俊『＜群島＞の歴史社会学』（弘文
堂）は、＜群島＞という地域に着目した研究
であり、国民国家論や歴史社会学研究に新た
な視点と方法をもち込んだ研究成果である。 
 
（3）長志珠絵『占領期・占領空間と戦争の
記憶』（有志舎）は占領期の捉え直しを行う
と同時に、1950 年代研究としてもこれまでに
ない考察を行った歴史研究である。 
 
（4）大内裕和+竹信三恵子『「全身〇活」時
代就活・婚活・保活からみる社会論』（青土
社）は、1950 年代に形成された日本型雇用が
解体したことによって、そのことが若年層の
ライフコースにどのような変化を与えてい
るのかを考察した研究である。 
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